
【横浜市のマンション偽装問題を受けて、今何をすべきかを考える】

【構造塾】～緊急セミナー開催　
セミナー内容：緊急セミナー   【住宅業界がいま行うべきことは何か？】
                 　　　  ・上部構造、基礎、地盤の一体設計の重要性 ・今話題の杭工事と地盤改良の違い
                                 ・第三者性のある業務フローとチェック体制・トレサビリティと記録保管について
　　　　　　    ・業者のためのリスクヘッジ
　　　

構造塾
株式会社M’s構造設計
新潟本社

〒951-8061　新潟市中央区西堀通三番町799番地　西堀カメリア902号室
TEL：025-228-0088　（構造塾直通電話）　025-226-8118　（株式会社M’s構造設計直通電話）

東京事務所

〒103-0028　東京都中央区八重洲1-8-17　新槇町ビル6F
TEL:03-5542-1976　　mail：info@kouzou-cram.com　HP：http://www.ms-structure.co.jp/

お申込みの方は次ページにご記入の上送信下さい。
講習の申込・手続き等に関する問合せ 講習内容に関する問合せ先

　　　　

【日    程】 ：２０１５年　１２月　２２日　（火）　
【場    所】 ：日建学院　梅田校
　　　　   大阪市北区鶴野町1-9　梅田ゲートタワー3F
　　　　   ＴＥＬ　06-6377-1055

【会　場　時    間】：  会場受付        　 １３：００～
　　　　　　　　     緊急セミナー     １３：３０～１５：３０
　　　　　　　　　

【講座参加料】：構造塾会員は無料　構造塾会員外の方は資料代として一人１，０００円となります。　※建築CPD制度対象講習会です。

【定    員】：限定５０名様　定員になり次第締め切ります。

【主催者】：構造塾　塾長　佐藤　実　㈱M’ｓ構造設計代表取締役社長　

　東京大学大学院農学生命科学研究科生物材料科学専攻　博士課程

　一級建築士・構造設計一級建築士

　巷で話題となっている横浜市のマンション偽装問題、建設業界、地盤業界へ大きな波紋が広がっています。日々出てくる偽装の数々、

ずさん管理体制など、業界に対する消費者からの信用は根底から崩れている状態です。

この波紋は住宅業界へも広がりを見せ、杭工事の安全性から始まり、住宅の耐震性能に至るまで、安全性への関心は高まっています。

この状況から現在は、説明責任を果たし安全性能の明確な設計と設計通りの施工を行うという最も基本的なことが求められています。

更に、施工状況のデータ保管やトレサビリティ（追跡可能性）の管理が私たち住宅関連業者のリスクヘッジ（リスク回避）にも繋がります。

そこで、住宅業界及び地盤業界に向けて、今行うべきことを緊急セミナーとして提案いたします。



申込みは以下の項目をご記入の上送信下さい。　　　　　FAX　025-226-8117
会社名　　　　　
ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ（　　　　　）－　　　　　　－　　　　
ＦＡＸ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ（　　　　　）－　　　　　　－
会社住所
出席者氏名（代表者）　他出席者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
建築ＣＰＤ番号又は建築士番号　　　　　　   ＣＰＤ登録必要な方は当日に番号をお持ちください。　　　　　
メールアドレス（代表者）
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